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地球温暖化ガスの代表である二酸化炭素の排出量削減が地球規模で推進されている。その対策

の一つとして、化石から自然由来のエネルギー利用への転換が進んでいる。太陽電池を代表とす

るように、自然エネルギーはその技術的簡便さから電力へ変換して利用されることが多い。電力

はそのままでは貯蔵できないため、利用する分だけ同時に発電する同時同量性を満たす必要があ

る。自然エネルギーは自然条件によりその発電量が左右されるため、この同時同量性を満たすに

は、何らかの電力補償が必要となる。現在、この電力補償は化石燃料由来の発電や揚水発電が担

っており、電力網のバランスの関係でこの補償ができなくなった場合、電力網から再生可能エネ

ルギーへの出力抑制が行われるよ

うになっている。この仕組みを利

用する限り、再生可能エネルギー

の導入量だけでなく、化石燃料由

来の発電量削減にも限界がある。

この対策として、自然由来のエネ

ルギーを化学エネルギーの形で貯

蔵し電力の同時同量性を満たすよ

うなシステムが提案されている。

大規模には製造した化学材料自体

を燃料として貯蔵することが進め

られているが、中小規模であって

も図１に示すような蓄電池と水素貯蔵を併用したシステムが提案されている[1,2]。 

このような電力を化学エネルギーとして貯蔵する化学材料としては水素・炭化水素・アンモニ

アなどが有力視されているが、その原料からの変換には通常電気化学的な手法が用いられる。こ

の変換を担う電気化学セルは電気的にはコンデンサーとして理解できるが、化学反応を伴うため

単なるコンデンサーとは異なる挙動を示す。この結果、太陽電池との直接接続は簡単ではない。

さらには、太陽電池はエネルギーの供給源として重要な役割を果たす。本講演ではこれらの点を

含め、エネルギー貯蔵から見たシリコン太陽電池へ期待することについて議論する。 
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図１ 太陽電池と水素を利用したユーザー・オン・デマン

ド電力供給エネルギーシステムの概念図 
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